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事業費（人件費除く）の財源内訳
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移動局の配備数が情報伝達及び収集の指
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H21

実績値
単位指標設定の考え方

実績
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評価者
氏　名

藤森尚志 連絡先
22

(内線)

そ   の   他
一 般 財 源

計

コード

名称
担当部課

300100

総合危機管理室

終了年度 平成

事      業      費
国庫支出金
県 支 出 金
地   方   債
受益者負担

4,800945

0

平成21年度 計画内容

4,800 0

086,836

実施設計委託料

0

6,960 0

目標

実績

目標

実績

0

実施設計委託料

(20繰越分）
4,800

　 　

23 年度

0

　
基本計画委託料

(同報系設計含む)

0

関連事業
年度

　委託先

（単独整備）親局(本庁)１台、副統制台
(消防本部,各支所１台)、中継５局、移
動局Ⅰ363局、FAX105局、移動局Ⅱ45
局、移動局Ⅲ33局、外６局1514750千
円
（MCA無線システム）
可搬局62台、携帯局40台、車載局7台
追加及び消防団システムは要検討

配置（予定）人員 人

平成20年度 決算内容

　

3

建設用地

建設面積（延床面積）

規模・構造

1

市内の類似施設

2

総事業費 千円100,000
4

年間運営費

Ⅲ

対象等（何を、誰を）

市及び防災関係機関等

（※対象件数

根拠法令・要綱等 伊賀市防災用行政無線の設置及び管理に関する条例

千円

２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 単独 事業類型

H19年度において、導入基本調査を行い一定の指針が示され
ているものの、伊賀市単独整備、三重県防災無線施設との共
用、MCA無線施設の導入等、複数の選択方法があり、対費用
効果や発災時での利用効果、利益制等考慮し、H21年度整備
を行うためには、早期に指針を決め実施設計を発注する。

青山地内にMCA無線中継局（（財）移動無線通信セン
ター）が設置され市域の８割をカバーしていること、MCA
無線では増設についても簡単にできること、イニシャルコ
ストが低いことから、MCA無線システムによる整備を行
い、MCAでカバーできない箇所については、既存のアナ
ログ無線を流用することとする。なお、消防団の無線も、
上野地区及び伊賀地区の地域防災無線の使用ができな
くなることから、MCA無線の増設又は既存のアナログ
150MHZ無線のいずれかで対応する必要がある。

(千円)
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業
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事
業
目
的

基本計画該当頁

17

施　策

93

備
考

成果（どうなるのか）

事
業
内
容

945
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式

状
況
変
化
等

　

金  額

（Ａ）

50

事業投入人員

進捗率
(％)

90

1

　

平成19年度 決算内容

災害時及び武力攻撃事態等の際、市及び関係機関との情報伝
達が行えると共に情報収集も可能となり、効率的防災行政無線
の運用が出来る。

(千円)

運営主体

　
事 業 内 容 数量

平成23年度 計画内容平成22年度 計画内容

1

945事業費計(A)
　 　

　 Σ

人件費（Ｂ） 0.3 人 2,160

3,105

人件費（Ｂ）

　

0.3

事業費計(A)
　
事業費計(A)

人件費（Ｂ）

0

人件費（Ｂ）

　 Σ

人 2,160 人 2,160

事業費計(A)

6,960

　

　 (千円)

備品購入費 1

(千円)

10,000

　

0.3

Σ 10,000

10,000

　

人 2,160

　 　　
Σ

　 　 　
事業費計(A) 　 86,836

86,836式

88,996

0.30.3 人 2,160 人件費（Ｂ）

総務管理費

　 　

　 (千円)
1 式

防災費

防災対策経費

防災関係経費

4,800　 Σ

総合評価 事業の方向性

7

9640

2321

事業の成果を測る指標

移動局配備数

評価項目 ポイント

86,836

　
事業費計(A)

人件費（Ｂ）

旧上野市及び旧伊賀町で整備した地域防災系無線の周波数については、H23.5.31で免許更新ができなくなるため、地域
防災系無線に加え、各支所における移動系無線をデジタル化により統一し、全市的な情報伝達網を構築する必要があ
る。

災害時及び武力攻撃事態等における市及び防災関係機関等との情報伝達、情報収集、情報交換に非常に有効な手段
であり、有効性は高い。

H23.5月に移動系アナログ無線免許が失効することから、H20年度実施設計の予定であったが、H21でMCA無線機を導
入予定であるため、達成度は高い。

災害時等における通信連絡手段として、特に、防災関係機関の連携を保持するためには、必要な施設であり、設置につ
いては、庁舎建設も想定されるため、統制局施設等の移転費用も必要となることから、市単独でのＭＣＡ無線の整備及び
アナログ移動系の再利用に努めたい。

(千円)

平成24年度 計画内容
事 業 内 容

人0.0

0
　 　
　 Σ

その他特定財源の名称・補助基本額・
率
地方債の区分と充当率等

4,436

82,400

10,000
10,000

既設無線機撤去工事

0
0

4,800

　

フルコスト　（Ａ）＋（Ｂ）
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の
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評価項目についてのコメント

効率性
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改善についての取り組み
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項

名               称
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15

事業名

基　本
施　策

細目

細々目

款

コード

防災行政無線（デジタル移動系）整備推進事業

自然災害等への十分な備えをする
目

連絡・通新体制の確立

コード 名            称

01

02

一般会計

総務費

01

01

20

101

ー

ー

目標

実績

100 200

H22

Ａ 現状維持
伊賀市総合計画のなかの『安心・安全』施策４の連絡・通信確保で提唱されている防災行政無線の整備推
進事業であり、必要性は高いが、実効性を十分に検証しながら、局数を必要最小限にとどめ費用対効果を
図るため、自前で中継局を持つ必要の無いＭＣＡデジタル無線の整備を図る。

目標値

目標 目標

実績

目標

実績実績

目標

整備事業

活動指標 単位
実績値

H19 H20 H21 H22

目標値

直営 指定管理 民間委託等直営 指定管理 民間委託等


